
令和７年５月吉日 

 

 従業員 各位 

 

                       株式会社クリエイト 

                        代表取締役 荒谷 雄気 

 

熱中症による健康障害の防止対策について 

  

熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、熱中症のおそれがある作業者を

早期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処することが可能となるよう、 

事業者に対し、「早期発見のための体制整備」、「重篤化を防止するための措置の実施

手順の作成」、「関係作業者への周知」を義務付ける労働安全衛生規則が本年６月に一

部改正されます。 

ついては、熱中症による健康障害を防止するため、次のとおり各種熱中症対策を講

じることとしましたので、迅速かつ確実な対応をお願いします。 

 

記 

 

１ 労働安全衛生規則一部改正の趣旨 

  近年、職場において熱中症による 

  〇 死亡災害が２年連続で３０人を超え、令和６年もそれを上回るペースで 

    発生している 

〇 死亡災害に至る割合が他の災害の約５～６倍である 

〇 死亡者の約７割は屋外作業であるため、気候変動の影響により更なる増加 

が懸念される 

〇 健康障害のほとんどが「初期症状の放置・対応の遅れ」が原因である 

  ことから、本年６月施行予定で同規則が改正され、事業者に早期発見、 

  熱中症対策を義務付ける(罰則あり)ものです。 

 

２ 熱中症対策の担当者 

  熱中症対策の担当者は、常務執行役員及び各取引先担当者（以下「担当者」とい 

  う）とする。 

  担当者不在の場合等は、各担当者が事前に指名した者を補助者とすることが 

  できるものとする。※詳細は別添有 

 

３ 熱中症対策の具体的対応 

⑴ 熱中症の恐れのある勤務者の早期発見と即報等(別添１フロー図参照) 

ア 勤務中に自ら、または他の勤務者(派遣スタッフ含む)が熱中症のおそれあり

と判断した場合は、速やかに担当者及び補助者に即報するとともに、該当者の

作業離脱、身体冷却(別添２参照)など必要な措置をとり、また、意識の異常等



がある場合には、ためらいなく救急隊を要請すること。 

イ 担当者は、勤務者の配置先の管理者等に対し事前に、熱中症のおそれのある

勤務者を発見した際には、担当者に対する即報等の協力依頼すること。 

 

⑵ 担当者等の措置 

ア 熱中症のおそれがあるとの連絡を受けた担当者及び同勤務者は、可能な限り 

 勤務者から症状等を聴取し、迅速かつ的確に判断して、作業離脱、身体冷却な 

 どの措置を行うよう指示するとともに、救急隊の要請や配置先の管理者などへ 

 の協力依頼を行うこと。 

イ 担当者等は、速やかに自らまたは人員を当該勤務者の配置先や収容先医療機

関に派遣し、勤務者の病状、措置状況等を把握し、必要な措置があれば実施す

ること。 

ウ 担当者は、当該事案が発生した場合の、治療等を受ける医療機関を事前に確 

 認し、取引先責任者及び現場担当者とも共有しておく。 

エ 本対策については、入社手続き及び巡回等のあらゆる機会を通じて、勤務者

に確実に周知徹底するとともに、熱中症等で措置した状況については確実に文

書で記録化し、１年間保存すること。 

 

４ 確認事項等 

① 持病等がある従業員の場合は、かかりつけの医療機関等（必要に応じて） 

② 取引先での熱中症対策内容等（参考までに） 

③ 会社として別途熱中症対策（飲料等支給）について 

④ 上記対策実施の場合は、対象となる取引先の決定（工場、事務所内その他） 
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